
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

交流しながら地域で子育て
“にじの子広場”もうすぐオープン１周年！

 にじの子広場では、毎月楽しいイベントを行っています。子どもと親だけでなく、おじいち

ゃん・おばあちゃん、地域の方々も一緒に楽しい時間を過ごせます。常駐している子育てコン

シェルジュが、子育ての相談にも乗っています。 
日ごろから施設を利用するというお母さんからは、「初めての子育てで不安だったけど、ここ

に来ると何でも相談に乗ってもらえてありがたいです。」「よそから引っ越してきましたが、こ

こで仲良くしてくれる方と知り合えて、与板に来てよかったと思っています。」といった声が聞

かれました。 
地域の多世代が交流できる子育て支援の拠点を目指しています。子育て世代に限らず、どな

たでも気軽に遊びに来てください！ 
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与板観光協会が、長岡雪しか祭りにご当地グルメ
お船らーめんを出店しました。 
２日間で 600 食を完売し、一時は行列が出来るほ

どの盛況ぶり。 
 昨年に引き続き大好評のお船らーめんは、与板の
ご当地グルメとして着実に浸透しているようでし
た。（２月 18 日、19 日） 

 

おいしいね！お船らーめん 

強く羽ばたけ！輝未（かがみ）学年

今年も恒例の与板地域スキーツアー（スキー教
室）が、舞子スノーリゾート（南魚沼市）で開催
されました。ゲレンデ到着時は降雪で視界が悪か
ったものの、徐々に天候が回復し晴天に。眼下に
広がる景色を眺めながら思い思いにスキーやスノ
ーボードを楽しんでいました。 
また、サンデースキークラブ員によるスキー教

室も行われ、レベルアップを目指し参加者９名が
受講しました。（２月 19 日）  

快晴のゲレンデを滑走！

与板中学校で第 70 回卒業証書授与式が行わ
れました。 
長谷川校長が一人ひとりに卒業証書を手渡

し「卒業後もチャレンジし続け、未来に向けて
輝いてください」と激励。 
別れのことばでは、卒業生を代表し鈴木涼平

さんが友人、恩師、後輩、家族等に感謝の気持
ちを伝え、卒業生 68 名が、仲間達と学び舎に
別れを告げました。（３月２日） 

与板公民館廃止のお知らせ 

 長岡市は住民主体の地域づくりを推進するにあたり、コミュニティセンターを設置し、従来の公

民館制度からの移行を行っています。与板地域においても、平成 25 年度に「よいたコミュニティ

センター」が開設されたことに伴い、関係住民の皆様と協議を重ねた結果、平成 28 年度末をもっ

て与板公民館を廃止することを決定しました。 

今後はコミュニティセンターを拠点とした地域づくりの推進に、皆様のご理解とご協力をお願い

します。       【問】地域振興課教育支援係 ☎72・3102 



３ 与板支所だより 平成 29 年３月号 

     
井
伊
家
に
興
味
を
持
っ
た
よ
い
た
ん
が
、
元
与
板

町
史
編
集
・
執
筆
委
員
の
長
谷
川
一
夫
さ
ん
に
今
月

も
質
問
し
ま
す
！
先
月
は
、
与
板
と
井
伊
家
の
関
係

や
、
な
ぜ
今
年
与
板
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
か
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
月
も
よ
い
た
ん
と
一
緒
に
、

ふ
る
さ
と
与
板
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

よ
い
た
ん
：
井
伊
家
は
与
板
の
ど
の
辺
り
に
住
ん
で

い
た
ん
で
す
か
？ 

長
谷
川
さ
ん
：
井
伊
家
は
当
初
、
江
戸
の
上
屋
敷
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
参
勤
交
代
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
辺
り
に
あ
っ
た
与
板

城
に
帰
国
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
与
板
支
所
辺

り
に
あ
っ
た
陣
屋
は
藩
の
御
役
所
で
し
た
。 

          

     

よ
い
た
ん
：
最
初
か
ら
与
板
に
住
ん
で
い
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
ね
！
井
伊
家
の
殿
様
は
ど
ん
な
方

達
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

長
谷
川
さ
ん
：
与
板
藩
の
初
代
直
矩

な
お
の
り

は
、
先
の
掛
川 

城
主
直な

お

朝と
も

の
３
万
５
千
石
と
比
べ
、
２
万
石
で
城
も 

な
く
、
参
勤
交
代
も
な
い
定
府

じ
ょ
う
ふ

と
い
う
大
名
で
し
た
。 

石
高
を
減
ら
さ
れ
て
与
板
に
移
封
さ
れ
た
の
で
、
家

臣
の
整
理
や
俸
給
の
削
減
を
は
じ
め
、
藩
の
組
織
や

領
内
の
仕
組
み
の
整
備
等
与
板
藩
の
基
礎
づ
く
り 

に
努
め
た
方
で
し
た
。
４
代
直
存

な
お
あ
り

は
２
代
、
３
代
藩 

主
が
短
命
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
藩
主
の
冥
福
と

藩
の
繁
栄
を
願
っ
て
与
板
に
「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」

ゆ
か
り
の
龍
潭
寺
の
分
寺
・
井
徳
山
龍
潭
寺
を
建
て
、

江
戸
で
は
井
伊
直
政
１
５
０
回
忌
も
行
っ
て
い
ま

す
。 

よ
い
た
ん
：
ド
ラ
マ
に
毎
週
出
て
く
る
あ
の
龍
潭
寺

が
与
板
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
！ 

長
谷
川
さ
ん
：
６
代
直な

お

朗
あ
き
ら

は
幕
府
の
若
年
寄
を
務 

め
た
功
績
を
認
め
ら
れ
城
主
格
と
な
り
、
参
勤
交
代

と
与
板
城
の
築
城
を
許
さ
れ
ま
す
。 

直
矩
以
来
１
０
０
余
年
、
代
々
の
念
願
が
よ
う
や

く
か
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

よ
い
た
ん
：
与
板
城
主
の
誕
生
で
す
ね
！  

長
谷
川
さ
ん
：
と
こ
ろ
が
直
朗
は
築
城
せ
ず
に
亡
く 

な
り
ま
し
て
ね
。
築
城
は
７
代
直
暉

な
お
て
る

の
と
き
で
し
た
。 

直
暉
は
長
丁
に
与
板
城
や
城
内
社
（
現
井
伊
神
社
）

を
つ
く
り
文
武
を
奨
励
し
、
歴
代
藩
主
の
中
で
初
め

て
帰
国
し
て
い
ま
す
。 

       

８
代
直
経

な
お
つ
ね

は
御
坊
所
（
現
新
潟
別
院
）
の
創
建
を 

願
い
、
大
火
で
類
焼
し
た
都
野
神
社
や
徳
昌
寺
の
再 

建
も
援
助
し
て
い
ま
す
。
９
代
直
充

な
お
あ
つ

は
歴
代
藩
主
で 

唯
一
の
与
板
の
生
ま
れ
で
す
。
藩
校
「
正
徳
館
」
を

開
設
し
た
り
、
洋
式
兵
学
を
採
用
し
ま
す
が
、
麻
疹

で
急
死
し
ま
し
て
ね
。
養
子
に
入
っ
た
方
が
10
代
直 

安
。
大
老
・
彦
根
藩
井
伊
直な

お

弼す
け

の
４
男
で
す
。
戊
辰 

戦
争
で
は
新
政
府
軍
に
属
し
、
維
新
後
は
与
板
藩
知

事
と
し
て
藩
制
改
革
や
藩
校
「
正
徳
館
」
を
再
興
し

ま
す
。
武
士
も
庶
民
も
希
望
す
れ
ば
入
学
で
き
る
学

校
で
し
た
。 

よ
い
た
ん
：
井
伊
家
を
と
っ
て
も
身
近
に
感
じ
て
き

ま
し
た
！
で
も
与
板
に
は
井
伊
家
を
感
じ
ら
れ
る

も
の
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
来
月
号
で
も

教
え
て
く
だ
さ
い
！ 

 

よ
い
た
ん
の 

み
ん
な
知
っ
て
る
？ 

与
板
と
井
伊
家
（
中
編
）

 

 

ふれあい交流
センター前には
「與板城趾」の
石碑があります 

 

与板城の大手門は 
別院に、切手門は 
恩行寺に移築され、
今も残っています。 
（※写真は大手門） 
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平成 28 年度 

与板地域委員会の開催状況 

地域委員会 

会議名 開催日 議 題 及 び 報 告 事 項 等  

第 1 回 平成28年 
5/24(火) 

議  題 ･平成 28 年度当初予算（与板地域）の概要について 
･平成 28 年度ふるさと創生基金事業について 

 ･平成 28 年度の委員会の進め方について 

第 2 回 11/16(水) 
議  題 ･各分科会の協議状況について 

 ①地域の宝磨き上げ事業について 
 ②子育てアンケート調査について

報告事項 ･平成 29 年度ふるさと創生基金事業提案書について 
･市議会議員（市民クラブ）との意見交換会について 
･与板★中川清兵衛記念ＢＢＱビール園について 

第 3 回 平成29年 
3/9(木) 

議  題 ･各分科会協議のまとめについて 
･平成 29 年度ふるさと創生基金事業の事業計画(案)について

報告事項 ･平成 28 年度ふるさと創生基金事業の進捗状況について 

分科会 

会議名 開催日 議 題 及 び 報 告 事 項 等  

第 1 
分科会 

平成28年 
5/24(火) 

～ 
11/1(火) 

議  題 「観光・地域おこし、産業」をテーマに、5 回にわたり協議。
主に「地域の宝磨き上げ事業」として、古地図と与板の特徴で
あるコンパクトな街並みや天地人通りを活用した町めぐり、歴
史学習会など、地域おこし、観光振興策について検討し、事業
提案した。 

第 2 
分科会 

平成28年 
5/24(火) 

～ 
平成29年 
2/16(木) 

議  題 ｢安心・安全、福祉」をテーマに、「住んで良かったと思える地
域づくり」について、6 回にわたり協議。 
これまでの議論を踏まえ、地域の将来を担う若者、特に子育て
に焦点を当て、子育て支援には、更に詳細な現状把握が必要と
の意見から、子育て世代を対象に、アンケート調査を実施。 
具体的な子育て支援について平成 29 年度も検討を継続する。 

※子育てアンケート調査票をご提出いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。 
※アンケート調査の集計結果は、市ホームページの与板地域委員会のページに掲載します。 

 春の火災予防運動  4月 1日(土)～7日(金) 『消しましょう その火その時 その場所で』

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です！ 

●火災による被害を最小限にするための 

４つの対策 

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

設置する②寝具やカーテンは、防炎品を使用す

る③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

器等を設置する④お年寄りや身体の不自由な人

を守るために、隣近所の協力体制をつくる 

●火災を起こさないための３つの対策 

①たばこの吸い殻は、確実に消す②ガスこんろな

どのそばを離れるときは、必ず火を消す③家のま

わりは、整理整頓し、段ボールなどの燃えやすい

ものは置かない 

与板消防署予防係 
☎７２－２５７２ 

 



 
 

５ 与板板支所だより 平成 29 年３月号  

与板地域の人口（H2９.3.1 現在）※（ ）前月比

世帯数 人口 男 女 

2,244 世帯
（＋－0） 

6,580 人 
（－9） 

3,232 人 
（－5）  

3,348 人 
（－4） 

※外国人世帯・人口を含む 

■納期限は 

３月３１日（金）  

  国民健康保険料 ９期   

介護保険料 １２期   

後期高齢者医療保険料 １２期 

 

暮
ら
し 

 

大
自
然
と
遊
ぼ
う
！
う
ま
み
ち
森 

林
公
園
４
月
１
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン 

開
放
感
あ
ふ
れ
る
自
然
の
中
で
、

家
族
や
仲
間
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。
ご
家

族
、
お
仲
間
で
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。 

※
ご
利
用
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
う
ま
み
ち
森
林
公
園 

☎
74
・
３
０
１
０ 

 

手
続
き
・
制
度 

 

粗
大
ご
み
の
申
込
は
お
早
め
に 

春
は
粗
大
ご
み
の
収
集
申
込
が
多

く
な
り
ま
す
。
早
め
の
申
込
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

申
込
方
法
＝
①
電
話
：
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
振
替
休
日
及
び
年
末

年
始
は
除
く
） 

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
：
年
中
24
時
間

受
信
し
、
受
付
後
に
メ
ー
ル
か
電
話

で
返
信
し
ま
す
。 

☎
25
・
０
０
５
３ 

専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
25
・
０
０
６
４ 

【
問
】
市
民
生
活
課
環
境
係 

☎
72
・
３
１
６
０ 

 

暮
ら
し 

 

斎
場
の
各
種
変
更
の
お
知
ら
せ(

４

月
１
日
か
ら)

 

①
休
業
日
の
統
一 

長
岡
市
内
６
斎
場(

長
岡
市
・
栃
尾
・

与
板
無
憂
苑
・
小
国
・
寺
泊
・
川
口)

の
休
業
日
を
統
一
し
ま
す
。 

休
業
日
＝
友
引
、
元
日
、
８
月
15
日 

②
市
民
以
外
が
使
用
す
る
場
合
の
使

用
料
の
改
定
（
長
岡
市
民
の
使
用
料

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
す
。
） 

             

【
問
】
市
民
生
活
課
市
民
係 

☎
72
・
３
１
６
０ 

 

手
続
き
・
制
度 

 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を 

お
忘
れ
な
く 

日
時
＝
４
月
５
日
（
水
） 

午
後
１
時
10
分
～
１
時
50
分 

会
場
＝
与
板
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
市
内
の
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

他
の
会
場
は
、
市
政
だ
よ
り
４
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

料
金
・
持
ち
物
＝
①
登
録
済
み
の
犬

３
，
２
０
０
円
、
郵
送
さ
れ
た
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請
書 

②
新
規
登
録
の
犬
６
，
２
０
０
円 

申
請
書
は
会
場
受
付
で
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
環
境
係 

☎
72
・
３
１
６
０ 

 

健 

康 
 

献
血
に
ご
協
力
を 

日
時
＝
３
月
23
日
（
木
） 

午
前
10
時
30
分
～
12
時 

会
場
＝
与
板
支
所 

内
容
＝
全
血
献
血
（
400

ml
） 

持
ち
物
＝
献
血
カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
） 

※
初
め
て
の
方
は
保
険
証
等
、
身
分
確

認
が
で
き
る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

☎
72
・
３
１
９
０ 

 

暮
ら
し 

 

山
林
の
立
木
等
の
適
正
管
理
に
つ

い
て 

 

雪
解
け
を
む
か
え
、
山
沿
い
の
市

道
や
農
道
・
林
道
で
は
例
年
、
冬
期

間
の
暴
風
雪
に
よ
っ
て
倒
れ
た
木
や

折
れ
た
枝
が
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
林
を
所
有
す
る
方
は
、
通
行
車

両
や
中
山
間
地
域
で
の
農
作
業
等
に

支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
山
林

の
立
木
の
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
伐
採
等
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
問
】
産
業
建
設
課
農
林
係
、
土
木

施
設
係 

 
 
 

☎
72
・
３
２
０
１ 

 
区   分 

斎場使用料 

現  行 改定後 

12 歳以上の者(１体) 3,800 円 30,000円

12 歳未満の者(１体) 3,000 円 23,000円

死産児（１胎） 2,200 円 17,000円

その他（１包） 800 円 6,000 円



編集／発行 長岡市与板支所地域振興課 ☎0258-72-3101（直通）FAX：72－3331  yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp  

市ホームページではカラー版がご覧になれます。

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/osirase/yoita/osirase.html 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与板を愛する 縁の下の力持ち  ― 与板地域で活躍する団体を紹介します ― 
暖かい季節になってきました。外に出て、気軽にできる健康づくりを始めてみませんか？ 
今回は Oyaji ウォークの会のみなさんにお話を伺いしました。 

・Oyaji ウォークの会はどんな団体ですか？ 
「市主催の『男のウォーキング講座』の受講者を中心に、市の 

働きかけを受け、自主サークルとして立ち上げた団体です。 

健康づくりのために、毎月第３木曜日に集まってウォーキ 

ングを行っています。コースは与板に限らず、近隣の他地域 

にも繰り出し、１時間程度歩いたり見学したりしています。 

また、公開講座も行っており、年に３回講師による運動講座を開催しています。昨年４月のお花

見ウォーキング講座には男女合計 43 名の参加者がありました。」 

・歩いている間は、みなさんはどんなことを考えているんですか？ 

「景色を眺めて雑談しながら和気あいあいと歩いています。 

同じ道でも、車で通っても気づかないところが見えたりして楽しいですよ。」 

・今後はどんな活動を目指していますか？ 

「ウォーキングを通じて他地域の方と交流を深め、地域を理解していきたいと思っています。新規

の会員も募集していますので、大勢の方から気軽に参加していただきたいですね。」 

1 土 
土砂災害Ｄメールテストメール発信 
春の火災予防運動（～７日） 

2 日  

3 月 まちの駅よいた観光案内再開 

4 火  

5 水  

6 木 春の全国交通安全運動（～15日まで） 

7 金 
小中学校入学式 幼稚園入園式  
ようこその会（子育ての駅） 

8 土 
保育園入園式 
与板夜桜ライトアップ2017（～23日まで）

9 日  

10 月 行政相談（与板支所男子厚生室） 

11 火 各種検診申込み開始日（与板支所） 

12 水 
親子体操（子育ての駅） 
米百俵号巡回（槙原農村センター他３箇所）

13 木 
お花見ウォーク（よいたコミセン） 
米百俵号巡回（与板小学校） 

14 金  

15 土  

 

16 日
地域ハイキング（城山） 
資源物拠点回収（支所車庫棟） 

17 月  

18 火 米百俵号巡回（本与板分館他１箇所） 

19 水 健康相談（子育ての駅） 

20 木 離乳食相談会（子育ての駅） 

21 金 ほのぼ～のカフェ（よいたコミセン） 

22 土
一周年記念祭（子育ての駅） 
ＳＡＫＵＲＡ39フェスティバル（河川公園）

23 日 河川清掃活動（河川公園・旧黒川周辺） 

24 月  

25 火  

26 水  

27 木 １歳６か月児健康診査（三島保健センター）

28 金  

29 土 昭和の日 

30 日  

 

 

４月 13 日（木）に「お花見ウォーキング講座」を開催します。詳細はコミセンだよりをご覧ください。

 

 


